
　引き続き厳しい状況のもと、設備改修やプラント内設備の補修・更

新等を計画的かつ効率的に行うことなどにより、一層の経営基盤の強

化に努めてまいります。

　また、品質管理の推進、品質向上に努めるとともに、製造方法に様

々な工夫を加えることで、品質の異なる製品を製造するなど多様なニ

ーズにも対応していくことにより、新規需要の開拓につなげ、目標達

成に向け取り組んで参りたいと考えております。

1.予定取扱量
（単位：千トン）

2.予定損益計算書

　売上高

　売上原価

　　　売上総利益

　販売費及び一般管理費

　　　営業利益

　営業外収益

　　　受取利息等

　　　経常利益

　特別損失

　　　固定資産除却損

　　　税引前当期純利益

　　　法人税等

　　　当期純利益

  第31期は、取扱量は524千トン、売上高は530百万円、純利益は69百

   第31期（令和6年度）事業計画
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万円とする目標を掲げております。
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